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JP
本取扱説明書 (テキストおよび図) は、この製品の正しい使用方法のみ
を説明するものです。 
警告は、製品の使用に関連して最も起こりやすい誤使用を示していま
すが、全ての誤使用を想定し説明することはできません。最新の情報
や、その他の補足情報等は Petzl.com で参照できますので、定期的に
確認してください。 
警告および注意事項に留意し、製品を正しく使用する事は、ユーザーの
責任です。本取扱説明書に正確に従わない場合、重度の傷害や死につ
ながる危険があります。疑問点や理解しにくい点がある場合には、ペツ
ルにお問合せください。

1.用途
ロープ (直径 7.5 mm) 付個人用緊急下降システム。 
レスキューで使用するためにデザインされています。 
１人のユーザーが使用するためにデザインされています。 
使用荷重: 60-136 kg。 
最長下降距離: 製品のマーキングを確認してください。 
実際の緊急避難に使用した EXO は、以後使用されないよう廃棄して
ください。 
本製品の限界を超えるような使用をしないでください。ペツルの取扱
説明書に記載されている以外の目的では、本製品を使用しないでく
ださい。
責任
警告！ 
この製品が対象としているアクティビティは本質的に危険であり、
墜落、落下物や環境上の危険により、重度の傷害や死につながる
危険があります。 
ユーザー各自が自身の行為、判断、および安全の確保についてそ
の責任を負うこととします。
使用する前に必ず:  
- 本製品および併用する全ての用具の取扱説明書をよく読み理解して
ください。 
- 本製品および関連用具の使用方法、またこれらを使用する活動にお
けるリスク管理方法について、それに特化したトレーニングを受けて
ください。 
- この製品の機能とその限界について理解してください。 
- この製品を使用する活動に伴う危険について理解してください。
全ての取扱説明および警告に従わない場合、重度の傷害や死につ
ながる場合があります。
この製品は使用方法を熟知していて責任能力のある人、あるいはそ
れらの人から目の届く範囲で直接指導を受けられる人のみ使用して
ください。 
ユーザー各自が自身の行為、判断、および安全の確保について責任を
負い、またそれによって生じる結果についても責任を負うこととします。
各自で責任がとれない場合や、その立場にない場合、また取扱説明書
の内容を理解できない場合は、この製品を使用しないでください。

2.各部の名称
下降器 (金属製)
(1) カム、(2) ハンドル、(3) ロープガイド
テクノーラ製ロープ (芯＋外皮)
(4) 縫製処理済みの末端 (支点側)、(4a) 縫製処理済みの末端 (ブレーキ
側)、(5) 縫製部分、(6) 熱収縮カバー
キャリーバッグ
(7) 中蓋、(8) コネクター用ポーチ、(9) コネクター固定用リテイナー、(10) 
外蓋、(11) ハーネス取付用リテイナー、(12) 下部固定用ストラップ
アンカーコネクター
(13) アンカーコネクター (EN 362 および NFPA 2500 (1983) のいずれ
か、もしくは両方に適合)、(14) 使用インジケータ (EN 341 適合の EXO 
のみ)

3.点検のポイント
器具の状態は、ユーザーの安全に大きく関係します。 
ペツルは、十分な知識を持つ適任者による詳細点検を、少なくとも 12 
ヶ月ごとに行うことをお勧めします (国や地域における法規や、使用状
態によっても変わります)。Petzl.com で説明されている方法に従って
点検してください。個人用保護具 (PPE) の点検結果を点検フォームに
記録してください: 種類、モデル、製造者の連絡先、個別番号、製造日、
購入日、初回使用時の日付、次回点検予定日、問題点、コメント、点検者
の名前と署名。 
EXO は、取扱説明書に記載された通りに収納し、点検した上で使用す
る必要があります。
毎回、使用前および使用後に
バッグ
バッグの目視点検を行ってください。 
高温にさらされた場合、焼けた痕跡や切れ目、水や化学物質との接触
による繊維の変色が確認された場合は、以下の説明に従ってシステム
全体の点検をしてください。
下降器 (金属製)
製品に変形や亀裂、傷、磨耗、腐食等がないことを確認してください。磨
耗の状態を確認してください。 
カムおよびハンドルの動きに問題がなく、またスプリングが適切に機
能することを確認してください。 
器具の内部に異物 (例: 砂、小石) が入っていないこと、ロープが通る箇
所に潤滑油等が付着していないことを確認してください。 
使用インジケータ (アンカーコネクターと下降器の間にあるプラスチッ
クリンク) があることを確認してください。使用インジケータがない場
合、その EXO は既に使用されています。
ロープ
ロープ全体を通して、外皮の状態を目視点検してください。点検箇所
にもれがないように、ロープを回しながら 30 cm 間隔で点検してくだ
さい。 
切れ目、熱による損傷、繊維のほつれや損傷、毛羽立ち、化学薬品との
接触による損傷等がないことを確認してください。 
図説の通り、ロープ全体を手に通し、芯の状態を点検してください。触
診により、芯が損傷している箇所 (例: かたい箇所、柔らかい箇所) を見
つけることができます。 
縫製処理済みの末端の縫製部分を点検してください。縫製部分が切れ
たりゆるんだりしていないことを特に注意して確認してください。
アンカーコネクター
変形や亀裂、傷、磨耗、腐食がないことを確認してください。ゲートを
開けて放すと、自動的にゲートが閉まりロックされることを確認してく
ださい。
使用中の注意点
この製品および併用する器具 (連結している場合は連結部を含む) に
常に注意を払い、状態を確認してください。全ての構成器具が正しくセ
ットされていることを確認してください。 
システムの各構成器具およびそのパーツ (カム、ゲート等) の動きが妨
げられないようにしてください。 
常にカラビナの縦軸に沿って荷重がかかっていることを確認してくだ
さい。ロッキングスリーブに注意をはらい、常にロックされていること

を確認してください。何かに押し付けられたりこすれたりすることによ
って、ゲートが開いたりロッキングスリーブが損傷したりしないように
注意してください。 
ロープに結び目がないこと、下降器に絡む可能性のあるループがな
いことを確認してください。ロープがうまく収納されていない場合や
途中に結び目がある場合には、下降中に深刻な結果を招く可能性が
あります。

4.適合性
本製品は安全システムの一部です。本製品がシステムで使用されるそ
の他の器具と併用できることを確認してください。 
下降器をハーネスに取り付けるには、EN 362 および NFPA 2500 
(1983) のいずれか、もしくは両方に適合したコネクター (TRIACT-LOCK 
タイプ推奨) を使用してください。このコネクターには、ポジショニン
グバー CAPTIV 等の反転を防止するためのシステムを併用する必要
があります。 
この製品は、必ずシットハーネスまたはフルボディハーネスと併用しな
ければなりません。ウエストベルトでの使用はできません。

5.機能の原理と確認
器具に体重を預けるとロープにテンションがかかり、カムが回転してロ
ープを挟みます。末端側のロープをしっかりと握ることにより、カムのブ
レーキ機能を補助します。ブレーキを解除するには、末端側のロープを
握った状態でハンドルを引きます。 
下降器のカムおよび器具本体の動きが妨げられないようにしてくだ
さい。 
警告！器具およびカムの動きが妨げられると、ブレーキ機能が正常に
作動しません。

6.使用前の準備と収納
この作業は、トレーニングを受け、十分な知識と技術を持つユーザー
が行ってください。 
システムの点検後や訓練で使用した後、またそれ以外でもバッグから
ロープを出した後は必ずこの作業を行ってください。 
収納、保管する前に EXO の機能確認、および点検を行ってください。 
清潔で平らな作業スペースにシステムを広げ、作業を行ってください。
6A.ロープをキャリーバッグに収納する
使用中に結び目ができたり絡んだりしないよう、ロープは正しく収納す
るように注意してください。 
バッグを開いて置いてください。縫製処理済みの末端 (ブレーキ側) を
バッグの右側に入れます (図参照)。バッグと同じ幅でロープを５回折り
返します (図参照)。折り返したロープをバッグの中に入れます。ロープ
が全て収まるまでこれを繰り返します。 
フックから下降器までのロープの長さを 20 cm に調節し、中蓋を閉
めます。
6B.下降器をキャリーバッグに収納する
中蓋の上に下降器を置きます。ハンドルが下 (中蓋側) になるように
します。 
ロープは中蓋の下に収納されています。 
ロープがコネクターに干渉しないようにしてください。 
ロープの先端とアンカーコネクターは中蓋の外にくるようにしてくださ
い。アンカーフックをコネクターポケットに収納してください。 
警告！下降器、コネクター、ロープが正しくセットされていないと、システ
ムが正しく機能しません (図参照)。 
ストラップでコネクターを固定します。 
外蓋を閉めます。

7.ハーネスへの装着
ハーネスのベルト (右側) に、２箇所のハーネス取付用ストラップでキ
ャリーバッグを取り付けます。下部固定用ストラップの取付方向 (縦もし
くは横) は、ハーネスの構造により異なります。 
この製品は、常にハーネスのアタッチメントポイントに連結されていな
ければなりません。コネクターとハーネスが常に連結され、かつバッグ
がハーネスの側部にある状態を保つには、アタッチメントポイントを延
長して使用することを推奨します。 
コネクターをアタッチメントポイントに連結する際は、コネクターの向
きに注意してください。正しい向きに連結されていないと、下降時に下
降器が正しい向きになりません (図参照)。ゲートが正しく閉まり、ロック
されていることを確認してください。

8.支点へのセット
支点の選択および設置についての説明は非常に複雑なため、この取
扱説明書において全てを網羅することはできません。ホール付アンカ
ーフック (NFPA 2500 適合) の使用方法については、数例のみを紹介し
ます。ユーザーは、支点の選択および設置についての知識を持ってい
る必要があります。 
警告！ 
ロープは、ざらざらした箇所や尖った箇所と接触したり、高温にさらさ
れたりしないようにしてください。ロープ先端のコネクターにてこの力 (
例: 窓枠にコネクターがのった状態で荷重をかける) がかからないよう
にしてください。コネクターの強度が落ちるため危険です。常にカラビ
ナの縦軸に沿って荷重がかかっていることを確認してください。このコ
ネクターには、ポジショニングバー CAPTIV 等の反転を防止するための
システムを併用する必要があります。 
支点が下降の妨げになっていないことを確認してください。 
アンカーフックの使用例
8A.構造物に回し掛ける
強固な支点にアンカーフックの付いたロープ先端をまわし掛けします。 
ループ状にしたロープをアンカーフックのスロットに通して固定しま
す。アンカーフックにロープが巻き付いている状態にしてください。
8B.アンカーフックの使用方法
- 窓枠にセット: 左手で窓枠にアンカーフックをひっかけます。ロールア
ウトをする時に最適なポジションになるように、アンカーフックは窓の
外に向かって左側にセットしてください。 
- 柱や壁等にセット: アンカーフックは、出来るだけ低い位置で安定した
状態になるようにセットし、またアンカーフックと下降器の間のロープ
は常にテンションをかけた状態にしてください。 
警告！フックにてこの力 (例: 窓枠にフックがのった状態で荷重をかけ
る) がかからないようにしてください。フックが外れる危険があります。

9.セルフレスキュー
必ずグローブを着用して使用してください。 
以下の説明は、実際の講習の代わりになるものではありません。
水平方向の移動
アンカーコネクターがしっかりとセットされていることを確認してくだ
さい。 
体重でロープにテンションをかけます。 
左手で下降器のカムを押さえてロープをスライドさせます。 
常にロープにテンションがかかった状態を維持してください。下降器と
支点の間のロープにたるみができないようにしてください。
垂直方向の下降
アンカーコネクターがしっかりとセットされていることを確認してくだ
さい。 
常にロープにテンションがかかった状態を維持してください。 
警告！ 
平面から垂直面に乗り出す際には、下降器が角に当たって動かなくな
る可能性があります。 

垂直面への乗り出しが完了したら、左手でゆっくりとハンドルを引きま
す。末端側のロープから絶対に右手を放さないでください。ハンドルの
操作でブレーキの補助をすることはできますが、下降速度は末端側の
ロープの握り具合でコントロールします。 
下降速度が速くなりすぎないように注意してコントロールしてください 
(許容最高速度: 秒速 2 m)。 
パニックになったとき (パニック防止機能付の EXO のみ該当): ハンド
ルが強く引かれると、パニック防止機能が働き、ロープに制動がかかり
ます。下降を再開するには、ハンドルを元の位置に戻します。 
ハンドルから手を放す時も、末端側のロープから絶対に手を放さない
でください。 
- 下降器でロープが詰まると (結び目、からまり等)、下降できなくなり
ます。 
- 速すぎるスピードで下降し、結び目や縫製処理済みの末端で急停
止すると、支点が壊れたり、アンカーフックが外れたりする危険があり
ます。 
- 下降を常にコントロールする必要があります: コントロールは一度失
うと取り戻すのが困難です。
システムからの離脱
下降を終了したら、着地点の安全を確認し、ハーネスからコネクター
を外します。 
緊急避難技術 (特に窓からの乗り出し) の詳細については Petzl.com で
動画をご参照ください。

10.トレーニング
少なくとも年に一度 EXO を使用した下降の練習をすることを推奨しま
す。トレーニングに使用する製品は、それ以外の目的では使用できま
せん。トレーニングの際は、ビレイ用システムでバックアップを取るこ
とを推奨します。

11.仲間を避難させる
自分が EXO で避難する前に仲間を避難させる場合は、相手の EXO を
使用してください。 
仲間の下降をコントロールするために、必ず末端側のロープをロープ
ガイドに通してください。

12.補足情報
- 次に点検されるまでの期間、器具を作業場所に設置しておく場合、周
囲の環境から適切に保護する必要があります。 
- この製品の使用中に問題が生じた際にすみやかに対処できるよう、
レスキュープランとそれに必要となる装備をあらかじめ用意しておく
必要があります。 
- システム用のアンカーは、ユーザーの体より上にとるようにしてくださ
い。アンカーは、最低でも 12 kN の強度を持ち、EN 795 の要求事項を
満たしていなければなりません。 
- フォールアレストシステムでは、墜落した際に地面や障害物に衝突す
ることがないよう、毎回使用前に十分なクリアランスがユーザーの下に
確保されていることを確認する必要があります。 
- 墜落距離を短くし、危険を少なくするため、アンカーが適切な位置に
設置されていることを確認してください。 
- フォールアレストシステムで身体のサポートに使用できるのは、フォー
ルアレストハーネスのみです。 
- 複数の器具を同時に使用する場合、１つの器具の安全性が、別の器
具の使用によって損なわれることがあります。 
- 警告！製品がざらざらした箇所や尖った箇所でこすれないように注意
してください。 
- ユーザーは、高所での活動が行える良好な健康状態にあることが必
要です。警告！ハーネスを着用して動きの取れない状態のまま吊り下げ
られると、重度の傷害や死に至る危険があります。 
- 併用する全ての用具の取扱説明書をよく読み、理解してください。 
- 取扱説明書は、製品と一緒にユーザーの手に届かなければなりませ
ん。また、取扱説明書は製品が使用される国の言語に訳されていなけ
ればなりません。 
- 取扱説明書は、用具から取り外した後も参照できるように、永久保存
してください。 
- 製品に記されたマーキングが読めなくならないように注意してくだ
さい。 
- 下降時に生じるエネルギーは、下降距離、ユーザーの質量、重力加速
度の積と等しくなります。
廃棄基準
極めて異例な状況においては、１回の使用で損傷が生じ、その後使用
不可能になる場合があります (例: 劣悪な使用環境、海に近い環境で
の使用、鋭利な角との接触、極端な高 / 低温下での使用や保管、化学
薬品との接触)。 
以下のいずれかに該当する製品は以後使用しないでください: 
- 耐用年数を経過した。 
- 大きな墜落を止めた、あるいは非常に大きな荷重がかかった。 
- 点検において使用不可と判断された。製品の状態に疑問がある。 
- 完全な使用履歴が分からない (例: 判読できない製品のマーキング)。 
- 変更や変化により使用には適さないと判断された (例: 法律、規格、技
術、他の器具との併用に適さない)。 
このような製品は、以後使用されることを避けるため廃棄してくださ
い。
アイコン:  
A.耐用年数: 10年 - B.使用温度
250℃以上の高温にさらしたり、直接炎に触れないようにしてください。
- C.使用上の注意 - D.クリーニング - E.乾燥 - F.保管 / 持ち運び - 
G.メンテナンス - H.改造 / 修理 (パーツの交換を除き、ペツルの施
設外での製品の改造および修理を禁じます) - I.問い合わせ
３年保証
原材料および製造過程における全ての欠陥に対して適用されます。以
下の場合は保証の対象外とします: 通常の磨耗や傷、酸化、改造や改
変、不適切な保管方法、メンテナンスの不足、事故または過失による損
傷、不適切または誤った使用方法による故障。
警告のマーク
1.重傷または死につながるおそれがあります。2.事故や怪我につながる
危険性があります。3.製品の機能や性能に関する重要な情報です。4.し
てはいけない内容です。
トレーサビリティとマーキング
a.トレーサビリティ: データマトリクスコード - b.ロープの長さ - c.個別
番号 - d.製造年 - e.製造月 - f.ロット番号 - g.個体識別番号 - h.規格 - 
i.取扱説明書をよく読んでください - j.モデル名 - k.最長下降距離
ロープのスペック
1.外皮のずれ (%) 
2.伸び率 (%) 
3.外皮率 (%) 
4.芯の占める率 (%) 
5.重量 (g/m) 
6.収縮率 (%)




